
 

 
PANEELI-ÄSSÄ 20 

パネルエースセミマット 

 
製品説明 調色可能な内装用水性アクリレートラッカー 

使用例 パネル製の壁、天井とログ面 

製品特徴 木材、パネル、ログ、コンクリート、レンガなど異なる表面に使用。例えば、乾燥した室内の

壁、天井。床や家具への使用には適しません。 

テクニカルデータ  

 ベースペイント EPベース 

カラーカード Tikkurila ステイン＆ラッカーカラーカード 「KUULTAVAT SISÄVÄRIT」「Ｔimeless」 

光沢 セミマット 

施行面積 8～12㎡／L （滑らかな表面を1度塗りの場合） 

施工器具 刷毛、スプレー 

乾燥時間 気温23℃、相対湿度50％ 30分後;触れられるほどの乾燥、2～3時間後;ヤスリや二度塗

りができるほどの乾燥、翌日;使用が可能。1か月後;最終の硬度が得られる。この間は、掃

除や添加剤などは、避けなければいけません。 

比重（kg/L） 1.0 kg/l, ISO 2811 

固形分（％） 22 

VOC (cat A/e) 130g/l(2010) Paneeli-Ässä VOC 最大 130 g/l. 

保管 凍結しない場所に保管 

塗装条件 表面は乾燥していなければなりません。少なくとも気温は10度以上、相対湿度は30～

80％で施行してください。施行前や施工中は、よく混ぜてご使用下さい。 

準備 

 

未塗装の面 

木の表面の汚れやほこりを取り除きます。 表面を水で軽く濡らし、乾かして、緩んだ木の繊

維をサンディングで取り除きます。サンディングダストを取り除きます。 

 

既塗装の面 

以前にラッカーを塗った表面を適切な洗剤で洗い、水で注意深くすすいでください。 ラッカ

ーで塗られた表面の状態が非常に悪い場合は、ペイントリムーバーまたはサンディングで完

全に取り除きます。それを新しい木の表面と同様に塗装してください。 

塗装 使用前や使用中に時々ラッカーを底までよくかき混ぜてください。 必要に応じて水で薄めま

す。 

木目の方向に2回塗ります。 着色された製品を使用している場合は、最初に別の木片で

製品をテストして、正しい色であることを確認してください。色は、木材の種類、木材の堅

さ、木材自体の色や塗る回数によって異なります。 

刷毛での塗装方法 

調色したラッカーは、一度目の塗装では20-30％の水で希釈します。お望みの色や光沢は

通常二度目の塗装で得られます。オーバーラップを防ぐ為に、刷毛で一度に端から端を塗

ります。パネルの場合はいくつかのパネルを同時に端から端まで一度に塗ります。 

乾燥時間 約30分後、手で触れられる程度に乾燥します。 2～3時間で上塗りまたは研磨できます。 

翌日から使用できる程度に乾燥します。 塗装後の表面は、約 1 か月後に最終的な硬

度に達します。（気温や湿度により異なります） 

器具のクリーニング 水で施行器具を洗浄します。 

メンテナンス方法 必要に応じて、最短で塗装から1か月後からになります。(pH 6-8)中性洗剤と湿らせたクリ

 



ーニングツール、柔らかい刷毛、スポンジまたは布で表面を軽く拭きます。表面を濡れたまま

にしないでください。汚れがひどい場合は、弱アルカリ性洗剤(pH8-10)と布かスポンジで洗

浄してください。表面を注意してすすぎます。 

メンテナンス塗装 パネルエースで塗装した面は、同様の水性ラッカーで塗装可能です。塗装準備の項目をご

参照ください。 

環境 液体廃棄物は、有害廃棄物に関する地域の規制に従って破棄してください。 乾いた空き

缶はリサイクルするか、地域の規制に従って廃棄してください。 

健康と安全 塗装の際は保護手袋、保護メガネ等の保護具を着用してください。 

1,2-benzisothiazol-3(2H)-one (BIT) and reaction mass of 5-chloro-2-methyl-2H-

isothiazol-3-one and 2-methyl-2H-isothiazol-3-one (3:1) (C(M)IT/MIT (3:1)).を含

有。アレルギー反応を引き起こす可能性があります。この製品には、保管中の製品の保存

のために殺生物性製品が含まれています。 含まれるもの: reaction mass of 5-chloro-2-

methyl-2H-isothiazol-3-one and 2methyl-2H-isothiazol-3-one (3:1) (C(M)IT/MIT 

(3:1)). 

＊日本語による情報は、英語による原文 の非公式な翻訳であり、英語原文との間で内容の齟齬がある場合には、英語原文

が 優先します。 


